
　本調査はWリーグ選手の声から、女性トップアスリートが将来、コーチングキャリアを選択する上で影響を与
える要因を分析しました。これは日本のスポーツ界において、女性アスリートが引退後も能力を発揮し、コーチ
やリーダー、審判として活躍できる環境を構築することを目指し、実施したものです。
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　観戦者の応援や会場の演出がつくる雰囲気と、チームを支援する企業への愛着が、応援するチームのファン
同士の仲間意識にポジティブな影響を与えていることが明らかとなりました。またファン同士の仲間意識は、ま
た試合を観に来たいと思う気持ちやグッズを再購入すること、試合運営への協力的な姿勢、他のファンとの交
流や情報共有、応援するチームの成績が悪くてもそのチームのグッズを身に付ける、といった行動にポジティ
ブな影響を与えていることも分かります。
　また、どこか１つのチームを応援するのではなく、複数のチームを応援している人が多いことも明らかになり
ました。これはサッカーや野球とは異なり、Wリーグ観戦者の特徴と言うことができます。各チームがファンに行
う働きかけと同時に、複数チームを応援するファンが楽しむことのできる、リーグ全体としての働きかけも有効
であることが考えられます。

応援年数

他のファンとの仲間意識と各要因の関係

観戦回数

2016-2017
シーズン

2015-2016
シーズン

1年目　　2～ 4年目　　5～ 9年目　　10年目以上　　未回答　　
今日が初めて　　1～ 5試合　　6～ 10試合　　
11～ 19試合　　20試合以上　　未回答

競技経験
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